
問い合わせ：インド文化研究会（長谷川）	
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インドの仮面舞踊  

仮面舞踊チョウはパリ・カンダ	
 (パリは守護、カンダ

は剣の意)	
 と呼ばれるマーシャル・アートから生まれ

たと言われ、様式化されたステップや身体の動きには

武術の基本が見て取れます。プルリア・チョウは西ベ

ンガル州プルリア地方で演じられています。	
 

	
 

プルリア・チョウの各演目に含まれる物語やテーマは、

踊りの動作を通じてのみ描き出され、言葉を使わない

演劇ともいえます。力強く陶酔させられるような打楽

器の音楽に鼓舞されるチョウが繰り広げていきます。

チョウで使われる楽器は、ドール(樽型両面太鼓)、ダ

ムシャ(大きな鍋型片面太鼓)、ペプティ(チャルメラに

似たリード付き管楽器)、ジャーンジ(小型シンバル)	
 

などです。	
 

  

  

  

プルリヤ・チョウ公演  
 
 
 
 
 
 
 
当日は、仮面やンド楽器に触れるワークショ 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

出演	
 

Jagannath	
 Chowdhury	
 

Jitendranath	
 Mahato	
 

Pashupati	
 Mahato	
 

Anil	
 Mahato	
 

Biren	
 Kalindi	
 

Bhagbat	
 Mahato	
 

Mohon	
 Tati	
 

Shambhunath	
 Karmakar	
 

RANJAN	
 ROY	
 

日時：１０月２６日（金）  

      １３：００〜１４：１５  

会場：５２０１教室（５号館２階）  
※ 席に限りがありますので  

先着 8800名とさせて頂きます。  

  

仮面や楽器に触れるミニワークショップも

予定しています。気軽にご参加ください。  

主催：インド文化研究会（顧問：インド哲学科橋本教授）	
 

協力：NPO 日印交流を盛り上げる会	
 

 


